
古紙のリサイクル時に排出される製紙汚泥

の多くは焼却後に埋立処分している。NTT

では、これら製紙汚泥の有効活用を図るた

めに、泥土改良材、水質浄化材、ガス吸着

材、耐酸性雨コンクリート添加材などの再

生材に変換する新素材を開発した。�
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